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ぼす、イギリスの文化人類学者 M・フリードマン（Maurice Freedman）氏が 1958
年と 1966 年に出版した 2 冊の主著10のタイトルに「東南中国」（Southeastern 
China）と「福建と広東」（Fukien and Kwangtung）という限定を加えたこともそ
の理由に基づいている11。 
                                                   
8 中砂明徳氏は、明代進士の地域的な分布について徹底的に統計的な調査を行った呉宣徳
氏の研究成果に基づき、明代の科挙合格者の総数は 24862であり、そのうち、蘇州・松江












10 M.Freedman, Lineage Organization in Southeastern China, Athlone Press, London, 
1958（末成道男・西澤治彦・小熊誠訳『東南中国の宗族組織』弘文堂、1991年）、


















































以降、③1980 年代以降、と 3 つの時期に分けて大きく変わっていった。日本の
中国宗族研究においても、同様の傾向が見られた。井上徹氏は宗族に関する日本








































































































































































































































































 以上から判明することとして、日本の宗族研究、とりわけ第 3 期の宗族研究
は各地域の事例に基づき「戦略としての宗族形成」論を検証する傾向があったこ
                                                   
43 鄭振満『明清福建家族組織与社会変遷』（長沙、湖南教育出版社、1992年）。 
44 王日根「論明清時期福建家族内義田的発展及其社会背景」（『中国社会経済史研究』1990






































































                                                   
50 フリードマン前掲 2書参照。 
































                                                   



































































                                                   







































































































                                                   


























① 『支子政餘』6巻 明支大綸撰 明万暦 17年（1589）序刊本 内閣文庫蔵 
万暦 4 年（1576）～6 年（1578）に泉州府の推官を務めた支大綸によるもの。 
② 『閩讞』不分巻 明汪康謡撰 明崇禎 5年（1632）序刊本 内閣文庫蔵 
天啓年間に漳州府知府、崇楨元年（1628）に分巡福寧道を務めた汪康謡による
もの。 
③ 『莆陽讞牘』不分巻 明祁彪佳撰 抄本 中国国家図書館蔵 
天啓 4年（1624）～崇楨元年（1628）に興化府の推官を務めた祁彪佳によるも
の。 








⑥ 『徐雨峰中丞勘語』４巻 清徐士林撰 清光緒 32年（1906）武進李氏聖沢楼
校刊本 東洋文庫蔵 
雍正 12年（1734）～乾隆元年（1736）に海防汀漳道を務めた徐士林によるも











⑦ 『斯未信斎文編』17 巻 清徐宗幹撰 清嘉慶 21 年（1816）刊本 東京大学
東洋文化研究所蔵 
咸豊 4年（1854）に福建按察使を務めた徐宗幹によるもの。 







































































































































































                                                   
3 『易経』繋辞下「古之葬者、厚衣之以薪、葬之中野、不封不樹。喪期無数。後世聖人易
之以棺椁。蓋取諸大過」。 


































































                                                   
12 桓寛（？）、字は次公、汝南（現在河南）の人。前漢の宣帝時代には、郎となった。そ
の後、廬江太守に任命された。著作に『塩鉄論』がある（『漢書』巻 66、鄭弘伝）。 










































19 『三国志』巻 11、王修伝。『晋書』巻 88、王裒伝。 









































 出典 「孝子」の名 墳樹をめぐる「孝子」の
行動パターン 




②  『晋書』巻 43、山涛伝 山涛 「負土成墳、手植松柏」 
③  『晋書』巻 88、王裒伝 王裒 「廬于墓側、旦夕常至墓
所拝跪。攀柏悲号、涕涙
著樹、樹為之枯」 
④  『晋書』巻 88、許孜伝 許孜 「孜以方営大功、乃棄其
妻、鎮宿墓所、列植松柏
亙五六里」 
⑤  『晋書』巻 88、夏方伝 夏方 「夜則号哭、昼則負土、
十有七載、葬送得畢、因
廬于墓側、種植松柏」 
⑥  『晋書』巻 91、氾毓伝 氾毓 「父終、居于墓所三十余
載、至晦朔、躬掃墳壠、循
行封樹」 
⑦  『南斉書』巻 54、宗測伝 宗測 「母喪、身負土、植松柏」 
⑧  『梁書』巻 17、馬仙琕伝 馬仙琕 「遭父憂、毀瘠過礼、負
土成墳、手植松柏」 




⑩  『隋書』巻 72、劉士儁伝 劉士儁 「廬於墓側、負土成墳、
列植松柏」 





⑫  『南史』巻 74、殷不佞伝 殷不佞 「身自負土、手植松柏」 
⑬  『南史』巻 75、孫測伝 孫測 「母喪、身自負土、植松
柏」 































































































㉗ 『宋史』巻 298、彭乗伝 彭乗 「乗父卒、既葬、有甘露
降于墓柏、人以為孝感」 
㉘ 『宋史』巻 316、趙屼伝 趙屼 「及屼執父喪、而甘露降
墓木」 

















㉞ 『元史』巻 197、張恭伝 張恭 「親老、辞帰侍養、懇理
先墓、自負水灌松柏」 








































































                                                   
成立時代は宋代以降である可能性が高い。 














































































                                                   































































































                                                   













55 『欽定四庫全書』子部 7、術数類 3『葬書』提要「其後方技之家競相粉飾、遂有二十篇
之多。蔡元定病其蕪雑、為刪去十二篇、存其八篇。呉澄又病蔡氏未尽蘊奥、択至純者為内
篇、精麤純駁相半者為外篇、麤駁当去而姑存者為雑篇」。 
56 『欽定四庫全書』子部 7、術数類 3『葬書』不分巻、内篇「程子曰：曷謂地之美。土色
光潤、草木茂盛迺其験也」。 



















































































































































































































































                                                   
9 中島楽章前掲「墓地を売ってはいけないか？」96頁～99頁。 

























14 『読例存疑』巻 25、刑律、賊盗、盗園陵樹木律「此仍明律。順治三年添入小註」。 
































































































































































康熙 57 年（1718）3 月、康熙帝から「最近墳園の樹木を盗伐する者が多いた























































































































































                                                   






































































                                                   



































                                                   


















































 子孫 奴僕 他人 盗買者 




笞 50 笞 50 笞 50  
乾隆 5 年
（1740） 

















































増加がもたらされた。とくに康熙 18 年（1679）に 1 億 6000 万人であった人口
























44 葛剣雄編『中国人口史』第 4巻「明時期」・第 5巻「清時期」（上海、復旦大学出版社、


















                                                   
45 Mark Elvin,The Retreat of the Elephants: An Environment History of China, New 






















































54 『棘聴草』巻 7、臬司一件為憲斬蠹屠事。 
55 程質夫（？）、程先達のこと、質夫がその字である。徽州休寧出身、明崇禎 12年
（1639）、擧人になった。康熙 4年（1665）～12年（1673）は山西省平陽府知府として




























                                                   
56 『資治新書』巻 20、墳墓 4、盗樹剖墳等事。 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   



























































































































































                                                   
23 『明史』巻 148、楊栄伝。 














































































































































































































































































                                                   
37 『楊文敏公集』付録、明太師楊栄行実「族人有喪不能挙者、悉為葬之。孤弱不能自存
者、悉収養嫁娶之。有因産業致争者、割己業畀之」。 
38  『楊文敏公集』付録、明太師楊栄行実「創祠堂二十余楹、構所居之堂、扁曰清白」。 
39 『楊族之譜』不分巻、明太師楊栄原序。 
40 前掲『楊栄研究文集』65頁～66頁。 































                                                   
44  たとえば「公位論」（巻 3）や「択師説」（巻 4）、「審主徳」（巻 4）、「積徳不積徳之
証」（巻 4）などが挙げられる。 
45 『地理独啓玄関』巻 2、童山辯疑「先師云童山不可葬者、以其無生育之機也」。 
46 『楊文敏公集』巻 15、書江氏陰徳巻後「人有是徳者、雖不求知不責報、而天之所以報
之者、自不能違矣」。 



























                                                   
48 M・フリードマン氏によって提出された「非対称的分節形成」とは、宗族内部において
経済力や社会的地位に大きな差異があるため、実際には各分節が不平等な状態に置かれた














   47   48   49    50    51    52    53    54   55 
――→頴――→喬――→郊――→承恩――→守庸――→本立――→宗啓――→璉――→全 
   
 56       57 
――→宗興――――→孟慶 
   (崇安開基祖)     ―→仲祥      58 
         ―→季瑞――――→緯       59     60     61   62 
          (楊墩始祖)    ―→緘――――→臻―――→錤 




          63      64 
―――→達卿――――→伯正 
   ―→達孝   ―→伯祥      65     66 
   ―→福圭   ―→伯成――――→栄――――→恭 
          ―→伯安   ―→富   ―→襄(譲) 
                 ―→恵   ―→錫 
                 ―→信   ―→賜 
                 ―→貞   ―→貴芳 





































楊栄 洪武 30年（1397） 挙人 
建文 2年（1400） 進士 
第 67代 
楊仕偉 天順 3年（1459） 挙人 
成化 11年（1475） 進士 
楊仕倧 
 
景泰 4年（1453） 挙人 
天順元年（1457） 進士 
楊仕儆 天順 3年（1459） 挙人 
第 68代 
楊易 弘治 8年（1495） 挙人 
正徳 3年（1508） 進士 
楊旦 成化 19年（1483） 挙人 
弘治 3年（1490） 進士 
楊昉 弘治 11年（1498） 挙人 
楊亘（初名楊晃） 成化 13年（1477） 挙人 
第 69代 
楊崇 弘治 11年（1498） 挙人 
楊邁 弘治 14年（1501） 挙人 
楊京 正徳 14年（1519） 挙人 
第 70代 
楊肇 嘉靖 19年（1540） 挙人 
第 71代 
楊棐 ？ 挙人 
嘉靖 32年（1553） 進士 
楊成名 ？ 挙人 
嘉靖 41年（1562） 進士 
100 
  



























































④乾隆 51年（1786）、⑤道光 12年（1832）、⑥同治 11年（1872）、⑦光緒 32年
（1906）の 7 度編纂されており、これは 8 度目の改定本になる。巻 1 には新旧
序文、凡例、存疑、族規など、巻 2には系図、巻 3～5には特定族人の伝記、巻






























                                                   
2 『清史稿』巻 70、志 45、地理 17、福建、汀州府。 
3 嘉靖『汀州府志』巻 1、地理「渓流如環、清美可愛」。 
4 清流県地方志編纂委員会編『清流県志』（北京、中華書局、1994年）巻 2、自然地理。 



































                                                   
8 翁礼馨編『福建之木材』（福州、福建省政府秘書処印刷所、1940年）第 1章「簡史」お
よび第 5章「木市組織」参照。 




































































































成する余裕ができ、羅尚馴の末子 19 代羅万祥は康熙 34 年（1695）に、羅万永
（羅尚馴 3男）の長男 20代羅起翰は康煕 43年（1704）に、羅万祥の次男羅起光














24 『清流里田豫章羅氏族譜』巻 2、系伝。 
108 
 




















                                                   










































































































































































































































34 『清流里田豫章羅氏族譜』巻 6、勝琮公管山字、録厳姓看山字。 
35 『清流里田豫章羅氏族譜』巻 6、勝琮公管山字、録鄒姓看山字。 
36 『清流里田豫章羅氏族譜』巻 6、勝琮公学規。 
37 たとえば広東石湾霍氏は墓地のなかに陶磁器生産のための窯を設けたという（David 

































































                                                   
39 徳福（～1782）、満州正白旗人。福建布政使、湖北按察使、四川総督、刑部尚書などを







































































































































                                                   































































は 17 世～19 世先祖の事績を顕彰する文が数多く収められている。これらは福
州郭氏の墳樹認識を具体的に伝えている好史料といえる。 
 









州郭氏支譜』巻 4、宗伝、および福州市地方志編纂委員会編『福州市志』第 8冊、第 7篇、
人物、福州、方志出版社、1998年）。 



































                                                   




8 『福州郭氏支譜』巻 4、宗伝、志麟公。 
9 『福州郭氏支譜』巻 5、大伝、清天房守仁公伝。 
10 『福州郭氏支譜』巻 5、大伝、清天房守仁公伝。 








































































































































                                                   
24 前掲『福州市志』561頁。 
25 『三元溝始末』巻 1。 
26 『旧徳述聞』巻 1。 



























                                                   
29 『旧徳述聞』巻 1「順治初、同兄以盛、択東門外登雲路之提井山、為父瑞吾公営兆、砌
石墓、環植蔭樹、並拓余地、便子孫世葬」。 
30 郭以奇（1629~1682）は 11世郭志麟の 3男、福州府学生員であった（『福州郭氏支譜』
巻 4、宗伝）。 
31 『福州郭氏支譜』巻 6、祠墓。 
32 『福州郭氏支譜』巻 6、祠墓。 
33 渡辺欣雄『風水の社会人類学―中国とその周辺比較』（風響社、2001年）304頁。 
34 『福州郭氏支譜』巻 12、譜余「欲保風水之無傷、惟藉松枝之広植」。 
35 『福州郭氏支譜』巻 12、譜余。 






























                                                   
37 『竹間続話』巻 4「其生平無越十日不上冢。上冢則攜斧鋸、鋤鑿于風雨中、跣行霜晨雪
暁、鴉鳴已就餐樹下矣。其坟木牌碣之奇特精致、里中七城殆無有過者」。 
































































                                                   


































































                                                   
50 『福州郭氏支譜』巻 12、譜余。 




52 水谷豊文『本草綱目記聞』第 3冊（杏雨書屋、2007年）14頁～15頁。 
53 民国『建陽県志』列女伝 6「無油、則燃松明、以照児読」。 
54 『閩中紀略』不分巻「閩中千家万戸、煙火相望」。なお、この史料は徐暁望編『福建通
史』第 4巻「明清」（福州、福建人民出版社、2006年）529頁に紹介されている。 































                                                   
56 『閩産録異』巻 6、木属「閩松不生明」。 










































































































































































                                                   
69 『曾氏家訓』巻 1、教孫篇上、風水陰徳論「大酉望八之年、閲尽陰晴寒暖。故言言以天
理為主。此非老生常談也。因録存之」。 
70 『竹間続話』巻 4。 
71 中山大学歴史系中国近代現代教研組研究室編『林則徐集（日記）』（北京、中華書局、1984
年）道光 22年（1842）7月 6日、8月 14日～22日。 






























































































































































中国社会科学出版社、2005 年、所収沿印本を使用。ただ、それは 2 巻に分けて
刊行している10）を主な史料とし、祁彪佳という 1人の裁判官が、風水をめぐる





















































































18 乾隆『仙游県志』巻 8下、邑肇志、風俗「土田牙錯、故其民多訟」。 
19 『祁彪佳集』巻 10、世系。 

































24 『罪惟録』巻 12「授興化府推官、為治明敏」。 
25 『祁彪佳日記』付録 2、祁忠敏公年譜「莆民好訟。先生閲旧牒、以刁訟者半、厳法禁
之、訟遂簡」。 

































29 『大清律例』巻 25、刑律、発塚条条例 3「其唆令盗葬之地師・訟師、与本犯一体治
罪」。 






































































                                                   
















































































⑬ 分守道一件勢 林輝→陳泰 「掘壙抛 林輝に杖罪を下し ○ 
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33 『莆陽讞牘』巻 1、一件頼掠事「而自地自蓋、他人不得起而争也」。 
34 『莆陽讞牘』巻 1、本府一起盗砍殺命事「林自砍木於鄭何干」。 
35 デ・ホロート［牧尾良海訳］『中国の風水思想：古代地相術のバラード』（第一書房、
1986年）144頁。 























































































































































8年（1635）11月 21日、翌年 1月 7日、3月 15日、3月 20日、3月 22日、














                                                   
46 『祁彪佳日記』巻 5、帰南快録および巻 6、林居適筆。 























































































































































































































































番号 族譜 地域 版本 編纂者 
A001 流伝郭氏族譜 漳州竜海 民国鈔本 佚名 
A002 浯江林氏族譜 漳州竜海 1996年稿本 林恵政 





























A012 錦綉荘氏族譜 漳州平和 1987年鈔本 荘蠡 
A013 霞寮禾平陳氏世
系 
漳州竜海 清嘉慶稿本 佚名 

















A018 鎮海朱氏族譜 漳州竜海 清光緒 16年（1890）
稿本 
朱陳鵬 











A022 福全蒋氏宗譜 漳州竜海 清光緒稿本 佚名 
A023 藍氏族譜 漳州 清宣統稿本 佚名 
A024 厚境曾氏均徳派
下族譜 
漳州竜海 1985年稿本 佚名 
A025 曾氏族譜 漳州 1990年鈔本 佚名 





漳州竜海 清道光稿本 佚名 
A028 
 
















































A039 何氏千八郎族譜 龍岩武平 1999年鉛印本 何能煊、武平何
氏千八郎修譜
理事会 






























A046 林氏族譜 漳州平和 × × 



















































































漳州南靖 民国元年（1912）稿本 佚名 
A066 連氏族譜 漳州長泰 1989年鈔本 連世全 



















玉竜呂氏族譜 漳州詔安 民国稿本 佚名 
A072 隴西李氏族譜 台湾宜蘭 1894年稿本 李松亭 
A073 侯卿五世洞宇派
陳氏族譜 
















































































































泉州安渓 清光緒鈔本 蕭振福 
A100 葛竹頼氏朝英系
十二世君坦家譜 
漳州南靖 清嘉慶稿本 佚名 
A101 葛竹頼氏朝美系
九世衷宇家譜 
漳州南靖 清光緒稿本 佚名 
A102 来台始祖李公正
公一派世系図考 
台湾 清光緒稿本 佚名 

















































































































A129 馬公林氏族譜 漳州南靖 民国稿本 佚名 
A130 新坊鄧氏族譜 竜岩上杭 1999年稿本 鄧栄興、新坊鄧
氏編譜小組 
A131 世澤堂施氏世譜 漳州 清光緒 23年（1897）
刻本、1993年重刊本 
施調培 
































A140 游氏族譜 台湾台中 1967年鉛印本 游国礼 




























A147 蘆渓陳氏族譜 漳州平和 1954年鈔本 佚名 
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A153 渓南陳氏族譜 漳州詔安 民国鈔本 佚名 



































漳州南靖 清道光稿本 劉尚安 
181 
 























































































清光緒 3修稿本 佚名 
A180 長教簡氏世系族
譜 













A183 葛竹頼氏族譜 漳州南靖 清光緒 12年（1886）
稿本 
頼征祥 





















































民国 9年（1920）稿本 佚名 















漳州平和 清乾隆鈔本 佚名 
A200 琯渓西山李氏族
譜 




































漳州 民国 5年（1916）刻本 陳楨祥 
A210 竜頭林宗譜 漳州平和 1991年鉛印本 林木森、平和県
竜頭林氏族譜
編纂委員会 



















民国 6年（1917）稿本 佚名 
A215 上湖曾氏石渓系
族譜 










































































民国 9年（1920）鈔本 呉清章 
A233 陂兜鍾氏族譜 漳州雲霄 清光緒稿本 佚名 




















漳州平和 1989年稿本 林泰山 
A239 大渓陳氏肇征系
淵源譜 






A241 竜頭林氏宗譜 漳州平和 1991年鉛印本 平和県竜頭林
氏族譜編纂委
員会 






A244 岩嶺荘氏族譜 漳州平和 1995年鉛印本 荘錦順 
A245 五寨莆坪林氏家
譜来歴 
漳州平和 1986年稿本 林泰山 






漳州平和 清咸豊稿本 呉応奎 




















漳州南靖 清咸豊稿本 荘鐘祥 
A253 亀洋上洋荘氏安
瀾堂家譜 
漳州南靖 1921年稿本 佚名 
A254 亀洋荘氏祖祠昭
穆図 

















漳州南靖 清嘉慶稿本 荘慶忠 















































漳州南靖 清同治稿本 佚名 
A270 五経寮思源祠陳
氏族譜 
漳州南靖 清同治 3修稿本 陳廷文 
A271 迎富広平游氏歴
代族譜 
漳州南靖 民国 6年（1917）稿本 游彤冠 































A278 埔美王氏族譜 漳州薌城 清咸豊稿本 × 
A279 上苑王氏譜系 漳州南靖 清光緒 10修稿本 佚名 
A280 招卿王氏族譜 漳州華安 民国 20年（1931）稿
本 
王春魁 





漳州南靖 民国刻本 佚名 
A283 和渓徐氏六世雲
軒家譜 
漳州南靖 清光緒稿本 佚名 
A284 雍睦堂曾氏家譜 漳州平和 清光緒稿本 佚名 
A285 和渓珊図劉氏均
保系族譜 














































A295 康美林氏族譜 漳州東山 1990年稿本 東山康美林氏
族譜続修小組 
























A301 白砂袁氏族譜 竜岩上杭 民国 10年（1921）7修
刻本 
袁楷 
A302 南安傅氏族譜 泉州南安 民国 18年（1929）稿
本、1998年重印本 
傅慶養 
A303 蛟洋傅氏族譜 竜岩上杭 清光緒 31年（1905）
刻本 
傅位黄等 







民国 8年（1919）刻本 傅壽祺 

















漳州平和 清光緒稿本 佚名 
A310 天宝柯氏族譜墓
道 
漳州薌城 清同治稿本 佚名 
A311 天宝柯氏族譜 漳州薌城 清同治稿本 佚名 
A312 天宝柯氏三房系
譜 



















































































































































台湾台北 1962年鉛印本 郭詩連 















A346 雲陽方氏譜牒 漳州雲霄 壬申年⁂手写稿本 方慶秋 








A349 竜足郷鄒氏族譜 竜岩連城 民国 2年（1913）四堡
刻本 
佚名 
A350 邱氏世淵公家譜 竜岩上杭 清光緒 3年（1877）8
修刻本 
邱錦章 





































































































漳州南靖 清光緒稿本 佚名 
























漳州南靖 清嘉慶 2修稿本 十五世孫 









⁑ 族譜に「明隆慶 17年」とあるが、実際、明隆慶は 6年（1572）までである。ここでは、
隆慶 6年に 11年を加算し、「明隆慶 17年」を西暦 1583年にしておく。 
⁂ 族譜に「壬申年」とあるが、清・民国期に限ってみれば、康煕 31年（1692）、乾隆 17年
































































































































































森田明「明末清初における福建晋江の施氏」（『社会経済史学』52 巻 3 号、1986
年）。 
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